
2.用土別ボット育苗試験(夕張営林署との共同我験)

5.ボブト鉢付苗械栽時职試琰(夕張営林編との共眼験)

1は,ポ ハ 背苗の基礎試験として水分管羿と苗木の生粉状熊および肥料分の流亡を知るた 

めにポット内の含水Jftを3 0 , 4 0 , 5 0 ¢との3段陪として育苗をおこなった。其の結果肥 

料分の流亡については理在整理中であって生育関係においては含水拍4 〇佑が砌であった。

2.5については,造林地に植栽したので本年度(4 5牟)生興期の訓奔によって結果が簡 

られるものと考えている〇

4.昭和4 5年度の試跋が画

。本 埸

季節另曲fl栽武験のため,前年度に屮続いて,4月から12月まで毎月スギ3 6 〇本,ヒノキ 

560本づつ檳找を実行すろ。

春季植栽分の活着と生畏調斉

〇 北海适支場

1. ポクト鉢村苗木は珍华に伴う根のぜ新の度合により根の再生あるいは生長が根形によって 

異なることが予想される。よって根形の異なる苗木を同一方法て.根を切断して.それKよっ 

て生ずる再槌の状態と生步との関係について調杳をおこない,ポッbWffiKおける根形と切 

断との関係を究明する(支鴻構内苗炮)

2. 前年度の継続就験である用士另I爪1苗試酸盜びに植我時舞)試験(夕張営林署との共同試・騎) 

の詡奔

5.ポット鉢付造林が試験的に実麹されてから本您で5ケ住を好過しているのでそれ等の植戒 

地の生長鮮過の灾態について歓ヶ所の郃杏を実施する(増川•帝広局曾内)
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2 6•林地肥培

t試験担当者

本場土じょう鄒士じょう肥料研究室長 告 本 衛 ほか

北海道支担造林部土じXう研究室長 原 田 洸 ほか

東北支場な林部背休第三研究定長 藤 田桂 治 ほか

関西支場宥林葡土じょう所究室長 河 Bi 弘 ほか

四国支場土じょう研究室 岩 川雄 幸 ほか

九州支期林部土じょう研究室長 協 孝 介 ほか

2•試験目的

林地肥培の基礎として禾要な森林の後分耕済を獐分吸収说の鄂秀,麥分很顏率の調杏などを通 

じて明らかにし,これらの基撤の上に立って肥培効果の把握と解析をおこない,合理的な肥培技 

術を砲立し,その体系化をはかり,もって森林生産力増强に??することを目的とする。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 規

・落水耕により春分供給景と生塵排との関係をしらべー定の数式で表現されることが推定さ

れた〇

大型の水费装僧によりスギ8年生幼木の水耕ができるようになった。

水分段階をかえた土耕で«掬肥効釆が土埃水分«よりことなることが明かにされた。

幼会時がらの施肥林分の生長羅谓を明かにし土埋型や斜面上の位僦により胆効がことなるこ

とを明かにした〇

成木林の肥培について,施肥後2 ～ 3髭経過して材積成長の増大がはじまることが試験址の 

測定結果から知られた。

落葉採取を行なったアカマツ林では,これをやめると1〇生で,土埸の斑度がいちじるしく 

游少するが,終肥!Cよるち神いはなかった。

広强樹林の施鷹は効果・が胸高断面積合計にあらわれている。

〇北海道支塲

岩見沢世林缎皆内の淮草剤,肥料の紺み合わせによる下刈期間短縮試験」では•柩機査・
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隔光訓杳,土埸調秀を灾施した。 •

濟水営林客管内の「トドマッ,ブカエゾマッ3理素試験地」忙第3回目の施肥を行ない,生 

長を部音した。

栗沢町のトドマツ成木林紀培試験堆では,各処理区で3本の供試木を選定伐倒し,生夥狩過, 

弄分含布扶鼎を調査した。

帯広,函館営林朝佼内の「閉鎖前のトドマツ林如紀培試験飴」では所定の施肥を行ない,士 

塲の泅竇,植生調査を行なった。

試験場構内で林木の栄瞥と施肥に関する瘀試験を行なった。

〇東：I技場

1.林分密度と肥培効果(カラマツ)

4 0 0 〇本区は2 〇 〇。本(Zに炒成長低下がみられたが,間伐実施区8,。 0 0本 —

4,。 0 〇本せでは2,。 〇 〇本区と同程废の成蹄:かみられ,疎開状件が成長に著しく影響す 

ることが判明した。また低密度,擒35林分ほど旗蔵;および胸商直径のばらっきが少ない。樹 

冠占有面積は各密度いずれも施肥区において大きく ,施肥による閉鎧の若しいことが知られ 

た〇

2成木施肥武験

あ肥による供風木の材積冷加については施肥前5ヶ年,貌旺後5ヶ年の成長粕姻からはい 

ずれの供試木も材耕増は認められなかった〇しかし,施肥効果は林床植生とAO/SKおいて 

響分现存拼を伸かに増加し求た地上部我分明存飛も増加した。

5.肥培木の性貧

肥培による胸高隨径の肥効指数は2 〇 〇を示し成長はかなり裏好であったが,木材夹翌・, 

水分,空隙の容積割合は生長差のようにはっきりとした傾向は認められない〇また年輪巾歩 

広くなるにつれて容積密度敌の値は低減する傾問にあるが,JS培木がとく K劣る傾向は解め 

られなかった。

〇関西支場

1)山崎営林譌河原山国有林の17年生のスギ林に対して4 4年春に施肥試験を実施した。し 

かし1年経Jg後同年秋の部分結果では十分な魔効は詡められなかった。

2 )西条林署の7隹生のクロマツ林(幼令林より魅観)の施肥開始後6年後の(最終角肥よ 

り3年後)の成畏飄奇および追陟を行なった。けんちょな肥効が寵められた。

5)その仙の試験孙は湖杳年数に当っていないので淑査は行なっていない。
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〇 四国支場

5 4年彦からスギ,ヒノキの幼令林について,肥料三要索,施/時期,施W・位伊)磨用景,肥 

料の種類について試験を実流してきた。(本山,須綺)

昭和4 2年よりスギについて苗木の形状,士塚条件による肥培効果と中令林について材肥試 

畛をはじめた(須臨)

壮令林については昭和3 9年魚梁瀬管内に試験灿を殴置し検討中である。

これらの結果今までに発表したものは次のとおりである〇

! 林堆における施肥時斯試験 日林関西支溝 9号 1959

2. 進林木築内のN澳度と成好との関係 〃 15号 6 5

3. 肥培成長継統の一例 〃 19号 6 8

4. 苗木の形状ごとの肥培効果について 〃 " 〃

5. 權裁密度ごとの施肥効果 " " "

〇丸州支場

1. 品卻Kかかわらず幼令林では明らかめ肥効が5？められるが,成木施肥の65湖ままちまちで 

ある〇

2. 耕紅も生長景に効果をあたえる。

5.肥効はサシ木スギの品曹K・よって異なる。

a )品・によって生長裁は若しく異なり,無齣肥でも生却のよい品積では感効指故は少さい。

b )サシ木スギは品瑚によって植付後の根の発生游に差があり,生長野谷これに応じて愛動 

する。

c )植付けの深さの違いで根の発生の仕方が異なり,根切りとすると側根の発生にも特徴が 

ある〇

d )新柏時の施肥は根穴の排水｝て贸意しないと肥料障守を起す。

4.昭和4 5年度の試験’計画

。本 埸

酣落水耕

成木水耕

大型ポブトにより周辺効果を除去するようにし,材料の査成を行な 

う。

H濃度を4段階として•スギ9年生の生育に及»ますえいきょうを明

かにする。
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土携水分を5段階,參外2段偌・くりかえし2でスギ落をつかって水分と肥効

実験"!る。

幼令時からの魔培林 湖尻•大日山•七会の各試験地の詡査施肥

白河•天城•湯沢•大日山・紅井沢の各試盼地の阳査成木林即培

低位生産林地紀培 赤沼に施肥鼠の男験区追加

Q-北海道支場

岩見沢常林瑕管内の除草剤,労肥の統み合わせによる下刈原間短縮風験址は初期の目的を達

成したので,本任废•生長,土璞,拠iに関する齒終諒奇を実施する。

帯広,函朗営林料贅内のぼ験址に第2回目の麻紀を行なう。

試駿埸柢内に行っている茶礎溟駿を継貌する。

〇東北支堤

密度の適正化を針る。

⑴間伐突粕後の梨分析ならびに施肥後の築分折をおこない,施肥知果について検討する。

⑵ カラマツ,スギ,アカマツ,コパノヤマハンノキ既設肥培林を伐採し,肥培林の土埠变

3.(0 肥培木の俺害Kついて遠野地炫の実態調音

⑵立地別造林木の材•質と肥培木の材伊比較

関西支場

1)山崎営林翱 謀野伊林署曾内に概令15～2 〇蛆生のスギ林を対象として施肥試聆を行な

う。(新股)

2 )山綺•临野試験地(スギ林今ケ度1Q年生幼令林より摧統)の成景測定および迫肥を行な

化,丞分現存な,成長縫過等について総合的K踏効果を解析する。

2.国右林におけるスギ,カラマツ,ブカマッ成木麹肥試・淋の肥効解忻

！ アカマツ(好歐実験林),スギ(岩千営林・)林分については間伐を実旅し林分密度を2 

段障とし,拖史をおこなう。カラマツ(支場横内)については既設林分の間伐を灾施し林分

〇四国支場

t 既股的令林試静地の鳏統訓査(本山)

2. 苗木の形質ごとの試験址調査(須煙)

3. 中令林の密度ごとの試験地調卉(")

4. せ令林の肥効調査 (魚梁瀬)
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〇九州琢

1. クモトオシ,アヤスギについて針葉の®!分含都の季節変化をしらべる。

2. 肥培効果判定のための葉分析について

3. 施肥Kよる：fじょう変化

4. 苗畑における鷹肥最の途いが山出し後の生長におよばす梆!

5. 建汕営林・名瞥内に設弟した黑色士じょう地帯で施於呆と立地因子,牛長筮との関係をしら 

ベる。

6. 原對造林におけるスギの生技と士じように及ぼす影容
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